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♦：◆宇宙論と身体論

•：◆真詰会 読会
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量 洞天研究事始め
喜

[ -三浦國雄先生イ ン タ ビュ ー

虞菜

話者：三 浦國雄先生

聞き手：土屋昌明

日時：2021年12月19 日

場所：巣鴨のホテルー室

土屋：先日の洞天研究会での先生のお話は、 主として宋元 明の文人たちが洞

窟などの名勝を見て回る話を分析したもので、 文化史的な研究と洞天の話と両

方が入っていたと思います。 先生が1980 年代に「洞天福地小論」という論文

をお書きに なって、 その影響がいまに至るまであるばかりか、 世界中で取り上

げられるようになっています。 あの考察はいきなり 出てきたんですが、 どうい

うプロ セ スで出てきたものなのでし ょ うか。

三浦： なんでやったんかなあ … …。 あれは東北大か ら大阪市大に帰ってきた

198 2年、 まず道教学会で発表し、 審査を経て 翌年の 『東方宗教』 第 61 号に

載せてもらったもの やけど、 当時、 道教学会長をされていた師匠の本 田済先生

から 、 何か発表してくれないかと云われたのがきっかけやった。 それで、 どう

いうテーマにした らええか、 その思案の過程で出てきたものです。 なんで 「洞

天」になったのか、 自分でもよく思い 出せませんが、 当時の道教研究の主流で

あった経典の成立研究は僕の性に合わず 、 何かテ ーマ研究をしたいとは思って

いました。 それが「洞天」に なったのは、 前々から関心のあった宇宙論と身体

論とをこのテーマで結合できると思ったからやろね。 当時の メ モ書きを見ると、

「宇宙ー天地 ー洞天 一道観 ・ 仙館一身体一心という ラインで何か 出て来ないか」

などと書いてます。 それに、 これは誰もやってへんなあと感じたこともきっか

けになったはずです。 それまでは朱子研究を中心にした儒学研究が主だったの

で、この論文が僕の道教研究の第一号に なります。 ケンキ ュ ウやなんて、ち ょっ

と気恥ずかしいけど。

土屋 ： 『真詰』 を読まれていた時期とは違いますね。

三浦：そうやね。 京大人文研で吉川忠夫さんが主宰された「六朝道教の研究」

班は 、第 一期が 198 6年4 月からの 5年間、第二期が 199 1年4 月からの 5年間、

この併せて10年間、 研究発表を挟み ながら 『真詰』 の 全巻を精密に会読して、

その皆さんの訳注稿をもとにして吉川さんが衷谷邦夫さんとともにまとめてそ

の都 度 『東方学報』 に発表したものを、 研究報告 『真詰（訳注篇）』 として 一

括刊行されたのが 2000 年のことでした。 この画期的な研究報告は今年( 20 21

年）、 上下の二冊本として臨川書店から索引も附され装いもあ らたに再版され



たよね。

御質問に 戻りますと、 『真諧』が洞天説の基本文献ということは分かってい

たけど、 19 82年当時はまだ人文研の 『真諾』研究会は始まっていなかった。

だから、 大阪に帰ってきて人文研の研究会 に 出させてもらったのは、 柳 田聖山

先生が主宰されていた「禅林僧宝伝の研究」班やった。 前々から禅には関心が

あったからね。

本題と関係ないことやけど、 思い 出したことがあり、 ち ょ っと云わせてもら

えますか。 僕がこの 『真詰』研究 班 に 出させてもら ったのは1993 年の 5 月

からで、 班では「稽神枢篇第三」まで読み進んでいました。 それまでは勤務先

の都合とかで京都まで行けなかったのです。 忘れもしません、 例の199 5年 l

月 に発生した阪神淡路大地震では神戸の拙宅もエラ イ 目 に遭い、 立っている物

は全部倒されたんやけど、 ち ょ うどその時、 僕はこの研究班の 当番に 当たって

いて、 毎日 訳注稿作りで悪戦苦闘してました。 担当 箇所は「握真輔第二」の冒

頭からの数葉、 まだ完成してなかったので、 大混乱の家の片付けに追われなが

らの作業は ホンマ に大変でした。 当時マン ションの理事長もしてましたので、

そっちの仕事もありましたし。 しかし、 そんなことも云っておれず、 なんとか

仕上げましたが、 寸断されていた交通手段の問題もあり、 10 日 後の研究会 に

は知り合いの メンバー に原稿を托してなんとか責めを果たしました。

土屋 ：『真詰』 に洞天の詳しい話があるというのは、 どうして気づかれたん

ですか。

三浦：これもなんでやったか思い 出せないけど、 当時の日 記をひっくり返し

てみると、 82年 7 月 のところ に 、 「真詰は 一応全部 目を通す。 やはりこれが

洞天福地の古典らしい」などと書いてんねんけど、 何で知ったかは書いてない。

土屋 ： そうすると独力で 『真詰』 を読んでおられたら、 相 当読みにくかった

んじ ゃないですか。

三浦：そうなんや。 ある日の日 記には 『真諧』 の漢文はなんでこんな に難し

いのかと嘆いています。 ただ、 テーマが洞天福地やから、 「稽神枢篇」を中心

に関連箇所をチ ェ ッ クしていったようやね。

土屋：当時の先生の研究で、 洞天説の成立の契機という問題を出されていて、

それが 6 項 目くらいあって、 そのなかで地 母神の信仰が関係すると真っ先 に

あがっているのは、どういうことでし ょ うか。 それは19 60年代から 70年代の、
エ リ アー デなどの宗教学の勉強を先生もされていたということですか。

三浦： あの 6 項 目は古層から表層へと思いつくまま に列挙していったもの

で、 地母神を真っ先に挙げたのは、 それが最古層に属するからだと考えて いた

からやろね。 洞窟と地母神の結びつき については、 あの論文の注 l に 引いて

いるように大室幹雄さんの 『囲碁の民話学』（せりか書房、 19 77 年）からも

ヒン トを得たと思う。 この本はおもしろかった。 この人にはかなわんなという

•：◆洞天説 と地母神
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◆：◆墓と洞窟
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思いもあった。

エ リ アー デは 当時の僕には敷居が高かった。 小南一郎さんの 『楚辞』 （筑摩

書房、 1973年）は彼の人文研の助手時代、 30 歳そこそこで出した本で、 学界、

読書界に大きな衝撃を与えましたが、 あそこにエ リ アー デの シャ ーマニズム論

が原書から引かれていて、 彼と同じ研究所で助手をしていた僕なんか、 仰ぎ見

るしかなかった。 つい近年でも、 僕の敬愛する作家・ 日野啓三さんが本書を引

いて、 「人類史の大きな転換と変質、 その裂け 目での 集合 的な魂の大いなる ド

ラ マ」を教 えられたと激賞しておられ る（ 『書 く ことの秘儀』 集英社、200 3年、

142 頁以下）エ リ アー デと云えば、 僕が彼の 『 ヨ ー ガ』（せりか書房、 198 1年）

を読んだのはもっと後年のことです。

土屋：洞天の場合は、 洞窟がやはり女性の生殖を連想させるかたちで、 子宮

に回帰するという考え方にもとづ く わけで、 そういうところから地母神という

ことが 出てきたのでし ょうね。

三浦：そうやろね。 地母神は老子によって 「玄牝」として概念化・哲学化さ

れたと思うけど、 その 一方で原始信仰みたいなものは生き続けていたはずで、

子宮は WOMB、 墓は TOMB だから、 墓 ＝ 洞窟は死の空間であると同時に再生

の場所というのは中国でも云えるわけで、 姜生さんの新刊 『漢帝国の遺産』 （東

方書店、 2020年）は、 漢代において墓は 「生命転換装置」だった、 というの

が ラ イ ト モ チー フになっています。 本誌第 9 号に掲載してもらった拙論 「墓

室から洞天へ」は、 姜生さんのこの考えを承けて、 それを 「洞天」成立の文脈

に組み込んだものです。

これはまだ活字にはなっていませんが、 僕はその続篇みたいなものを構想し

ています。 つまり、 『真詰』 では「洞天」は 「稽神枢篇」のものと 「聞幽微篇」

のものと二つに分かれていて、 仮に前者を「仙の洞天」と呼ぶと、 後者は「鬼

の洞天」と呼べると思うのですが、 これらの源流は一つで、 墓室が分化して

いったものではないかと思うのです。 六朝期にはその両者が 「洞天」として混

在していたのを、 陶弘景が 『真詰』を編集した際に別種のものとして整理した

のではないかと考えています。 魏斌さんの近作『“ 山中 ’' 的六朝史』（三聯書店、

20 19年）では、 すでに「仙府」 「鬼府」 として問題が立てられています( 199

頁以下）。 お尋ねの文脈からち ょ っと逸れたかもしれません。

土屋： 当時、 中国学以外のところでこういうことが語られていた、 そんな中

から先生のお考えが 出てきたんじ ゃ ないかと思うのです。 そのあたりの コンテ

キス トというか、流れをうかがいたいなと思ったのです。そのころ私は学生だっ

たから、 はすっばなことに興味があって、 地母神といった話も読んだことがあ

りました。 ユー ト ピアの概念と地母神の関係もどうなっていたんでし ょ うね。

当時、 種村季弘さんとかは、 そういうのを盛んに書いていらした。 だから、 あ

る日、 種村さんの家におじ ゃましてお酒をいただいていたら、 「きみは中国の



ことを勉強しているなら、 三浦國雄を読め」 と言われたんです。

三浦 ： その話は 土屋さんから何度か聞いて いて、 た いへん名誉なことやと

思っています。 種村さんは朝日新聞書評欄で拙著を取り上げてくださり、 のち

に御 自分の書評を 集めた 『遊読記』 （河出書房、 1992年） を献辞付きで僕 に

送ってくださった時 には、 なんて御丁寧な方かと ビ ッ ク リ したね。 僕は以前か

ら種村さんの本は好きで、 あの人の奇想と驚異的な博学 には圧倒され続けて い
た。 種村さんは、 自分の考えが断片的 にもあの本 （『中国人の ト ポス』） に入っ

ているということで共感してくれはったんやと思うけど。 あの本 に収めた拙文

「中国人の天と宇宙」で、 種村さんが訳されたというか、 「訳論」 に なって いる、

ベルヌ ー リ の 『錬金術ー タ ロ ッ ト と愚者の旅』 （青土社、 1980年第5 版） も

引いているしね。

大室さんの話に戻るけど、 ごっつい三部作を出してはるよね。 あれはいつご

ろ やったかな。

土屋 ： 確か同じこ ろですね （『劇場都市』198 1年、 『桃源の夢想』1984年、

『園林都市』1985年） 。 先生は大室幹雄さんの本を読んでい らしたのですか。

三浦 ： あの頃の日記見ていたら、 洞天論を構想しながら 『劇場都市』を読ん

でいたから、 ある種の影響は受けたと思う。 あとの二作は洞天論文を書いたあ

とに 出たものやけど、 あの三部作は洞天論とは別にもう一回ち ゃんと読まんと

あかんと思ってます。 といっても、 あのパ ワ フ ルで圧倒的 な文体と格闘する気

力はもう残って ないけどね。 それか ら 、 僕の論文は洞窟論ではあるけれど、 洞

窟が洞天へと展開したところ に力点を置 いて います。

土屋：大室さんとは学会で接点があったわけではないですね。 単行本で発表

するという人でしたから。
三浦 ： 面識はありません。 あの人は学会とか に来るような人ではなかったか

らね。

.:•種村季弘さ んの書評

．：•大室幹雄さんの三部作

土屋：前に 先生 にうかがったんですが、 ス タン( Rolf Stein)の 『盆栽の宇宙誌』 ．：•ス タ ンの『盆栽の 宇宙誌 』

（ せ り か 書 房、 1985年。 原 著 ： Jardins en miniature d'Extreme-Orient, le 

Monde en petit, Bulletin de !'Ecole fran<;:aise d'Extreme- Orient ( Hanoi, Paris) , 

XLII: 1 -104 .194 3) の書評を書いたとき に 随分精読されたと いうことですが、

あの本も洞天と関係しますね。

三浦 ： そうや。 あれは福井文雅さんと明神洋さんが訳された本やね。 洞天論

文の発表後、道教学会か ら書評が回ってきたので拝読したけど、とても面白かっ

た。 著者の師マルセル・ グ ラ ネ （Marcel Granet)の大宇宙ー小宇宙論の具体

的検証をすると同時 に 、 「師の 園芸の趣味を記念」するため に書かれたと ス タ

ンは云って いるけど、 なんというか、 フ ランス ・ シ ノ ロジーの文献渉猟力もさ

ること なが ら 、 豊饒なイメ ージの喚起力みたいなものには参ったね。 そこを貫

く原理は、 「小宇宙の中 に大宇宙があり、 自然は小さければ小さ いほど霊力と

洞天研究事始め 105 



◆：◆上海留学と気功

♦：•青い洞窟とい う イ メ ー ジ

106 洞天福地研究 11

活力を獲得する」 というもので、 だから盆栽は仙境となり洞天となると、 洞天

論も組み込まれて いる。「洞窟は互いに地下道でつながっている」 などと書か

れて いて 、 ス タンたちは 『真諾』 を読んでいたのではと疑われるけど、 原注に『真

諧』 は引かれて いない。 ス タンさんがこれを書いたとき 3 2 歳だったと福井さ

んは解説で書いておられるけど、 そうするとこの仕事は1940 年代のことにな

る。 ス タンさんはチベ ッ ト 研究で有名な方やけど、 若い時にこんな先駆的な仙

境研究をされていたとはね。

それから、 僕は中国の庭にも関心があるんやけど、 この本の原題が「極東の

小型の庭一世界の縮図」になって いるように、 中国の庭園を考察する場合 にも

有益やと思います。

土屋：やはり1 980年代は生産性が高 い時代で、 いまからみても古くなって

いないような研究や著作がいっぱいあると思うんです。 そういう意味では、 い

まの私たちは退化して いる。 新しいことに気が付いたといっても 、 調べてみる

と、 そんなことは80年代にいわれているよ、 ということが多い。

三浦 ：そんなこと、 考えたこともなかったけど、 あんたの 眼からみると、

80 年代というのは割と豊穣だったというわけか。 豊穣だったのか貧しかった

のか、 僕にはよう分からん。 僕の話に戻ると、 勤め先から半年のサバテ イ カ ル

もらって上海に 留学したのが87 年、 4 6 歳のことやった。 若い頃は留学でき

なかったので、 あれは有り難かった。「中国」なるものを実地に体験すること

が最大の 目的やったけど、 当時、 中国は気功ブー ムの真っ最中で、 現場で身を

もって気功を学びたいと願っていた。 前々からココロよりも カ ラ ダの問題に関

心があって、 気功はすでに僕の視野 に入ってきていた。 津村喬って いう人がい

て、 このまえ亡くなりましたけど 、 84 年 3 月、 淡路島で気功の合宿をするっ

て新聞に津村さんの短い広告が出て 、 飛び入りでその 2 泊の合宿に参加してね、

気功や太極拳はおもしろいなと思った。 それ以来、 津村さんは僕の気功の師匠

やと思ってます、 ろくに気功の実践ができない不 肖の弟子やけどね。 自分の カ

ラ ダを介して道教をもっと身近 に引き寄せられないか、 という思 いが僕を気功

に引き寄せたわけです。 そう いうことを、 道教をやって いる人に洩らしたら冷

笑されたのはよく覚えて いる。 そのことはともかく、 洞天の テーマはそこに

乗ってきたわけや。 僕の洞天論が、 宇宙一山一身体という三題噺みたい になっ

ているのはそういう関心とつながっているわけ。 その身体のポイン トはア タ マ

にあって子宮じ ゃないけどね。 子宮方面は加藤千恵君がやっていて、彼女の『不

老不死の 身体一道教と 『胎』 の思想』 （大修館、 2002年） については、 これ

も種村さんが朝 日新聞紙上で書評を書いて下さったよね。

土屋：先生のあの論文では宇佐見英治さんの「青い洞窟 」という語を引用さ

れて いて、 私もそれが所載されて いる 『雲と天人』（岩波書店、 1 981 年） を

読んでみました。 ご本人は研究者ですが、 書いてある内容はエ ッ セ ーでした。



当時、 私が大学で学んでいた頃は、 学術的 な論文とそういうエ ッ セ ーみたいな

ものは別だと教わっていて、 それを先生はあのようなれっきとした学会 誌の論

文の中で引用されていましたね。 ああいう学風というか、 先生のそういうとこ

ろは、 どういうふうに 出てきたのでし ょ う。

三浦 ： 宇佐見先生は フ ランス文学研究者というより詩人やね。 あの特異 な彫

刻家ジャ コメ ッ テ ィ とも親交があった。 詩はそんなに書いておられないけど、

先生もそう 自認しておられたし、 僕も本質的に詩人やと思ってます。 僕は、 学

問は こういうも んやっていうのが嫌いで、 もっと 自由なものじ ゃ ないかとずっ

と思っていたし、 京都へ行っていろんなものを読んだり学んだりしていても、

ち ょ っと違和感を感じ ることもあって、 もっといろんなやり方があってもいい

のではと思っていた。 僕が師事した本 田済先生、 島 田虔次先生、 入矢義高先生

などは別格で、 そんな 自由を認めてくださる器の大きさがあった。 僕は論文 な

るものの作法は知らないわけではないけど、 宇佐見先生の センス や洞察力は僕

の中では特別やし、 立論の ヒン トになったものは礼儀として引くべきやと思っ

ています。「 青い洞窟」 やなんて、 洞 天の本質を鮮やかに捉えていると思う。

これは秋吉台の秋芳洞を訪れた時の印象がもとになってい るようやけど、 そこ

で先生は「この蒼弯、 われわれがその下方にい る 碧落そのものが洞天 なのか」

と、 「洞天」という語を使って「青い洞窟」としてのこの世界を捉えておられる。

この 一文を収める 『雲と天人』という本は 198 1年の 出版で、 僕は先生から献

呈されたこの御著書を198 1年の 11 月 に読んでいる。 僕の「洞天」 の構想は

それ以前からあったわけやけど、 我が意を得たりと励まされてあの小論に引い

たわけです。 論文かエ ッ セ ーか、 そんなことはどうでもいいわけ。

土屋 ： 宇佐見先生とはおつきあいがあったんですね。

三浦 ： あった、 あった。 もともと白井晟ーという建築家がいて、 ソ ウ ルの宗

廟を「東洋のパルテノン」と呼んだ、 建築界では超著名な人やけど、 僕が依頼

されてその『白井晟ー研究 I1 』（南洋堂、 19 78 年） に宗廟論を書いたことか

らその大先生の御子息と御縁ができて、 そこから宇佐見先生に繋がったのだっ

たと思い ます。 この 『研究 II 』に、 宇佐見先生も「夢の 口」と題された文章を

寄せておられ る。 それ以来、 2002年に他界される まで、 先生は本を出す都度、

僕に贈ってくださって、 20 冊近くもいただています。 僕も駄文を草す るたび

に先生に献呈し ましたが、 その都度、 適確な批評を頂戴し ました。 先生はもと

もと大阪のご出身でね 、 関西にいらしたときに神戸の拙宅に来て下さり、 粗餐

を差し上げたこともあります。 勿体ない話やわ。

土屋 ： それは 70年代ですか。

三浦：宇佐見先生の知遇を得たのは 70年代の末、 僕が仙台に居た頃のこと

です。 先の「青い洞窟」の続きをち ょ っと補足させてください。 実は、 先生は

その名も「洞天福地」と題された文章を書いておられて、 そこで拙論を引いて

◆:•宇佐見英治先生の知遇
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下さったあと、 「洞天福地の観念には、 管理を嘲る万に 一つの偶然性のおもし

ろさ、 とぼけたユーモアがある。 さらに洞天福地という観念は洞窟がすべて入

り口はあっても 出 口がなく、 閉ざされた闇の実体であ るという常套観念を打ち

やぶる」などと書いておられます（ 『方円漫筆』 所収、 みすず書房、 1992年）。

土屋 ： 種村季弘さ んとは「洞天福地小論」以降のおつきあいですか。

三浦 ：宇佐見先生とのような直接の交流はもとより なかったけど、 あの人の

グ ロ テ ス ク 論やマニエ リ ス ム論などは20代くらいから好んで読んでいた。 だ

から、 あの先生が僕の書いたものを面白がってくださってとても嬉しかった。

種村さ んについてはもう一点、 『壺中天奇聞』（青土社、 1979 年）も挙げてお
きたい。 この本の核心は、 同じ タ イ ト ルで収め られている稲垣足穂論やと思う

けど、 そこでは「壺中の観念連合」が 自由 自在に語られている。 ついでに云う

と、 これは 『 ト ポス』 所収の「洞庭湖と洞庭山」にも引いたけど、 富岡多恵子

さ んの 『壺中庵異聞』（文藝春秋社、 1974年）な んかも面白かった。「壺中天」

と「洞天」 とは通底しているか ら ね。 この本は、 豆本作りに情熱を燃やす人の

話です。 そのミニチュア本の中身はどういうものか、 それは読んでのお楽しみ

（笑）。

土屋 ：私は、 はじめ先生の書いておられるものを読んで、 このかたは ドイツ

文学の経験があるのかなと思ったのですが。

三浦：そう、 当初は ドイ ツ文学に行くつもりやった。 リ ルケの 『マルテの手記』

が愛読書やったというと ち ょ っとキザにな るかな。 大阪市大に入学した時、 英

語は取らず、 ドイツ語と中国語を履修した。 義則孝夫先生の ト ーマス・ マンの

講読の授業に 出て、 ドイツ文学の専攻生に混じって原文の読みを担 当したこと

もある。 あれは大阪市大の修士課程時代のことやけど、 中国学の授業に出るか

たわら、 ドイツ語の岸田晩節先生の演習にも 出ていた。 この先生は著書とか翻

訳とかは 出されず、 世間的にはあんまり有名ではなかったけど、 ものすごく実

カのある学者で、 特に テキス ト 読解の無類の精密さは僕の耳にも届いていたの

で受講したわけです。 その時のテキス トは、 ヴ ォ ル フ ガン グ・カ イザーの 『DAS

SPRACHLICHE KUNSTWERK』（言語芸術作品） というもので、 この時の経験

はの ちに注疏を読む時に大いに役立った。 そのことは、 大阪市大の中国学会誌

『中国学志』 (20 19 年、 大壮号）所載の 「日 本 漢学の “ 読原著 ＂ 伝統 一 一

老書生の 回憶一 」 と題した拙文に書いてます。 この時の副産物が「空間の造型

- 『西遊記』 演変私考ー」 という一文で、 これはカイザー理論で 『西遊記』 を

分析したもので、 例の 『 ト ポ ス』 にも収めましたから、 ドイツ文学出身の種村

さ んも読んでくださったはずです。

土屋 ：そこまで来るとどうしても、 じ ゃどうして中国に、 ということになっ

ち ゃうんですが。

三浦 ：なんでかなあ。 どこでチ ャンネルが切り替わったのか、 自分でもよう



分からんところがある。高校の漢文の授業は全然面白くなかったし。今でも憶

えてるけど、漢文の先生はNという、明日にでも自殺するんとちゃうかと思

わせるような陰気くさい人で、下向いてボソボソ喋ってはった。それが大学に

入って中国語を履修する気持ちになったのはホンマに自分でもよう分からん。

漢文そのものがキライやったわけではない。僕が入学した1960年は、例の安

保ハンタイで国中が大揺れした政治の時代やったけど、僕は右でも左でも党派

が大キライの典型的なノンポリ人間やったから、そういう御時世の影響を受

けたわけでもないし、新中国にユメを托したわけでもない。僕の老朋友に藤本

幸夫という同じ1941年生まれの人間がいて、その専門は朝鮮語学と書誌学、

30歳の時に人文研の朱子語類の研究会で知り合いになって、以来50年の交

遊が続いてんねんけど、彼を囲む「学問の思い出」という東方学会主催の座談

会録が2023年1月に出る予定になっていて、僕もその座談会に出たわけや

けど、彼が自分の80年に亘る生涯のことを事細かに再現できるのに驚かされ

た。記憶力と記録力が尋常でない。僕なんかその対極の人間で、マーマーフー

フーもええとこやね。ドイツ文学科でなく中国学科を選んだのは、ある種の郷

愁を中国に感じたことと、中国学にはドイツ文学みたいにがっちりした堅固な

要塞みたいなものはなく、自由なアプローチを許してくれる余地がふんだんに

あるように見えたから、としか今は云いようがない。大学院に進んでから、そ

れこそがっちりした「漢学」の要塞にぶち当たって難儀することになんねんけ

どもね。未開拓の処女地がいっぱいあるのは事実やけど。学部に進んでからは

本田済先生との出会いが決定的やった。

土屋：そうすると、先生のご研究にはドイツ文学の底流があるんですね。

80年代に私が『中国人のトポス』を読んだ時からドイツ文学の感じを受けて

いたのは正しかったわけだ。

三浦：カイザーのむずかしいドイツ語を岸田先生から教わったわけやけど、

しかし中国学をやるにつれ、やっばりフランス語もやっといた方がよかったか

な、と思うことがしばしばあったな。

土屋：当時？

三浦：当時やなくて、一応中国学の専門家として大学に勤めるようになって

から。中国学、特に道教なんかをやってると、やっばりフランス・シノロジ一

がさかんに視界に入ってくるからね。今年(2021年）2月に仙去されたシッ
ペール(KristoferSchipper)先生の存在はやはり大きい。川勝義雄先生が訳

されたマスペロ（HenriMaspero)の『道教
ー不死の探究』（東海大学出版社、

1966年、のちに平凡社東洋文庫。原著：LeTao1sme + Les dieux tao'istes : .:•マスペロの道教学

Comment on communique avec eux)は、道教の勉強を始めた当初の僕にとっ

て最良の案内書やった。

土屋：さっきの大室幹雄さんはやっぱりドイツですね。話が本のほうに戻り
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ますが、 蘇州の林屋洞に行っている話があ ります。 あれはどういうことだった

んですか？

三浦 ： 僕の『 ト ポ ス』に収めた例の 「洞庭湖と洞庭 山」という文章ね。 あ
れは先述したように 1987 年、 大阪市大か ら サバテ イ カ ルも ら って上海に半年

おってね、 師 匠の祝瑞開先生か ら マンツ ーマンの授業を受け、 公園に行っ ては

無名の気功師 た ちから気功を教わる以外は、 各地を旅 し て回るという、 まさに

至福の半年やった。 その時に行った場所の一つが江蘇省太湖で、 お 目 当 ては湖

中の 島・洞庭西山にあ る第九洞天の林屋洞やった。 洞内は、 けばいイルミネー

ションも点灯されて観光地化されてい たけど、 観光客はあ そこに書いておい た

ように上 海と南京から来たという数人だけで し た。 洞内は複雑な構造に なって

いて、 そのすべてを見て回っ たわけではなかったけど、 洞天と呼ばれ た実際の

洞窟を実地に体験した意味は大きかったね。 この上海時代ではなかったけど、

茅山の華陽洞天にも行ってます。 先年、 成都の四川大学に居た時には峨眉 山に

も行った し、 中国の院生つれ て 一緒に広東省の羅浮山にも遊びま し たが、 その

時は「洞天」は探し当て られませんでし た。

土屋 ： 当時は中国の現地に行くっていうのは、 意外とできなかったのでは？

三浦 ：87 年 当時は たしかにそういう一面はあった。 福建 省に行って朱子の

遺跡を巡 り 歩い た時、 目玉は黄坑に現存する朱子の墓だったのですが、 あそこ

は外国人には未開放地区だと云って国際旅行社がしぶった際、 じ ゃ 、 勝手に行

くよと半分脅迫して車を出させ るのに成功したこともあった。 あの旅の一部始

終は、 『 ト ポ ス』中の「朱嘉の墓」に書いています。

土屋： やっぱ り 時間が足 り ませんね（笑）。 と り あえず80 年代の 「洞天福

地小論」のあ た り は聞けま し たが • • •。

三浦 ： イン タ ビューを受けるなんて初め ての経験や し、 こんな話、 皆さんの

お役に立つかどうか、 自分では大いに疑問があ ります。 ただ、 僕の立場か ら云

わせ ても らうと、 僕の論文が世界の皆さんに読まれていると 冒頭に土屋さんが

云つ てくれたけど、 それはひとえに土屋さんをはじめ、 この洞天研究会の皆さ

んのお蔭です。 自分の仕事を継承し てくださる後輩を生前に見届けることがで

きる なんて、 学者冥利というものやね。 まだ死にませんけど（笑）。




